土生　重次　
句集「刻」
うろこ雲　　　平成六年
何もかも振り切つてより独楽ゆらぐ
ぼろ市の刻ばらばらの掛時計
枯芦原風は光の糸を曳く
水硬きことがやすらぎ寒の鯉
寒柝や鋼の音をはじき出す
お互ひの声からみあひ恋のねこ
一ト箸の後は狼藉河豚の皿
雪吊の解かれて松の安堵かな
いつも日のさざ波明り白障子
傘先で土に間取りを描きて春
無尽蔵に糸あるつもり武将凧
焼栄螺醤油まじりの潮を吹く
雛納め蓋の合はざる箱のこる
種袋振れば熟睡の種の音
春愁や足裏平たき象の芸
三鬼忌や文字が胸反る虫眼鏡
尾の消えてお玉杓子の落着かず
われと吾が身を尾で打ちて鯉幟
備前行　四句
夏来る窯の割木に油の匂ひ
万緑や備前の壺に炎の襷
陶片の土に突つ立ち麦の秋
薫風や土と睦みて轆轤の手
藤原啓記念館
撒水のよくしなりけり若楓
皮脱ぎて風軽くなる今年竹
横浜港・日本丸
聖五月壁の舵輪は海を恋ふ
花菖蒲万と咲かせて水おとろふ
松戸・本土寺
重なりて色頒ちあふ濃紫陽花
この風の氏も育ちも青田中
音のなき音聞き止めて青蜥蜴
太宰忌や麻のスーツに凭れ皺
売れゆきは風にまかせて風鈴屋
黙殺にしばし髭振る油虫
毛虫這ふ無数の足をさばきつつ
「どぜう」の字風に働き夏暖簾
鬼やんま風から風に乗り移る
水中花己が吐息に水濁す
尺蠖の一気に枝の果て目指す
河童忌や刻に色つく砂時計
羅の所作に裏地の翳生るる
己が鳴き声につまづき羽抜鶏
夏手袋脱ぎ角まるき名刺出す
尺蠖のわが身に似たる枝はかる
一蹴りの後なめらかに水馬
掌に乳房の重さ桃洗ふ
転けて泣く方が持ち役捕虫網
大西日句会の私語を目で叱る
糸蜻蛉風をこまかく使ひけり
つぎつぎと星を揺さぶり揚げ花火
ががんぼの身にあまる脛捨てにけり
味噌汁に口開かぬ貝敗戦忌
口元に皺のあつまり生身魂
日の暮れぬうちは子のもの盆太鼓
月を指す振りの揃ひて盆踊
星が出そろひて踊りの振りそろふ
流燈の一つ淀みに捕へらる
孫・智希
うろこ雲嬰の歩みの的は我
夜の底を一途に叩き鉦叩
蟷螂の背筋を正す怒りかな
観音崎
秋澄むや波に喰はれし神の岩
満開の茎のさびしき曼珠沙華
露けしや木の香の熟るる貯木場
祝「たかんな」二周年
花数と競ふ色数秋ざくら
舞の手の次を思案の菊人形
この谷の風懐の秋ざくら
発ちてすぐ二手に別れ稲すずめ
要よりゆるみはじめて鴨の陣
目尻にも紅を少々七五三
抑揚のなき留守電話文化の日
人波に乗りて熊手の大と小
子の丈に切貼りの花白障子
木枯や窯を脱けたき火の唸り
裸木となり枝々の癖さらす
祝　一枝　伸句集「寒行」上梓
裸木のなかの一枝雲慕ふ
存分に陽を蓄へて吊し柿
極月や解きたる帯の渦に座す
声のよく通る脇役聖夜劇
凍鶴の頂の丹は凍ての外
祝　藤本秀峰句集「寒の水」上梓
峰々の青に優りて寒の水
瀧凍てて水に睡りの刻もどる
用のなき明りもつけて年用意
初蝶　　平成七年
日の差して声をかけあふ初雀
捨てきれぬままに栞の初みくじ
初風呂のふぐり間延びをしてゐたり
渡辺ヒサエさんの夫君政幸氏の遺句集「寒月」上梓
寒月に眸とらはれゐたるかな
渦を生み渦を呑みつつ雪解川
啓蟄や指ならし呼ぶウェイター
祝岡山支部「早蕨句会」発足
早蕨のはや突きあぐる堅拳
浅春や埴輪の胸に鋲の乳
紙雛紙の硬さに身を正す
指に粉の抜け羽のこして鶯餅
ガスの炎の芯の黄ばみて三鬼の忌
三ツ池公園
押しあひて隙間だらけの花筏
春愁や音ひとつなき楽器店
柴又　二句
うららけし渡しの杭の舫ひ疵
天地指す腕一寸の甘茶仏
野沢節子先生を悼みて
初蝶の日をたどりつつ消ゆるかな
春昼やときどき唸る冷蔵庫
つくたびに音の破るる紙風船
「たかんな」三周年大会を祝して
風のたび反りの深まる今年竹
春昼や声に罅いる長尾鶏
関口祥子主宰「祥」創刊を祝し
薫風といふ草冠似合ふ風
脱ぎきりて陽のなめらかに今年竹
等々力渓谷
新緑や水音を追ひ水流る
祝戸恒東人句集「福耳」上梓
福耳に遠郭公の続け打ち
安宅コレクション
葉桜や白磁の壺の下ぶくれ
我勝ちに尾を振るお玉杓子かな
番傘の油のにほふ夜釣りかな
手さぐりの手に草の傷蛍狩
滴りの窪みに刻を積むごとし
まちまちに駆け整然と蟻の列
万緑や体を折りて陶土錬る
どう掛けてもぐらつく椅子の氷店
瀧の味芯までしみて冷さうめん
萍のほころびを陽のみたしけり
息継ぎもせでみんみんの声煮立つ
父と子の両脚こぼれ夏布団
雷遠し灯を消してより翳蒼む
手花火の尖にしばらく玉煮ゆる
向き変ふることままならず蟻の列
逃げられしあとを一打ち油虫
夏深し嶺々は雲掲げ合ひ
樹と風のささやきに満ち大緑陰
このところ返事せぬ娘の端居かな
鑿使ふ指でたくみに祭笛
孫・智希
はじめての背伸びの先の遠花火
何か事起こす素振りの羽抜鶏
盆踊気づかぬうちの鼻緒擦
追つてゐるつもりが追はれ走馬燈
流燈や夜の溶けたる水に乗る
骨董の符丁の値札秋暑し
灯の籠のやうなペンション虫時雨
満開の葬の銀花に秋の蠅
両頬に日焼けの残る三女かな
折れ釘で施錠の木戸や星月夜
稲雀衆をたのみて田を巡る
幕間にせりふ言ひあひ村芝居
角福の銘の伊万里や秋ともし
擦り傷の多寡くらべあひ運動会
同じ貌上下におんぶばったかな
またたきは星にまさりて芋の露
村芝居馬を指図の後脚
ねじれ癖なだめて稲架の棒つなぐ
早や棘に枯をきざして秋の薔薇
コスモスに魚臭の重き基地の街
先着のものを要所に鴨の陣
太陽に預けしままの木守柿
棒の胸はだけしままの捨案山子
寄鍋の箸で差配は父の役
木枯や身の透き通る干し魚
枯蓮の風の破るる音立つる
林一夫さん「不死蝶の誕生」上梓
冬に入る林に風と陽のあふれ
年忘れ膝つめなほし席決まる
炎のゆるむだけの子の息聖夜菓子
船笛の風にゆがみて聖夜更く
落ち口を氷柱囲ひの神の瀧
籠りたるもの撞き放ち除夜の鐘
鳥威　　平成八年
初厨湯に踊り出す哺乳瓶
寒風や笠で辞儀する托鉢僧
揉み手して肩で割り込み浜焚火
総発ちの鴨水面を剥ぐごとし
千丈の水立ち上り瀧氷る
ぼろ市の腹から釣銭をつかみ出す
指をもて刻きざむごと毛糸編み
久女忌や七味出しぶる七味入
逃れむとして傷ふやす懸り凧
己が影一蹴りで発つ寒鴉
折れしもの同士がささへ枯蓮
川越
寒晴れや旧字の亀の彫看板
伊賀壺に炎の怒り跡冴返る
追風に炎が炎を食らひ野火走る
雛段の隅に土産の土雛
春昼の曲ゆるみ出すオルゴール
パン屑で消す木炭の春の雲
行つたきり帰らぬつもり揚雲雀
春愁や針で掃除の雅号印
花筏よどみて水を疲れさす
春陰や土偶の耳に土の環
近代文学館
洋館の灯りの黄ばみ春の雨
春暁やためらひ鳴きの鳩時計
しやぼん玉頬の力を抜きて吹く
母は荷のそばを離れず潮干狩
くねりつつ尾から風抜く鯉幟
餌をねだる口から育ち燕の子
蟇沈思の果ての一歩かな
陣取りのごとく押しあひ蓮浮葉
五月九日林風陽さん逝く
風と陽をつれ万緑にまぎれけり
たかだかと鳶を吹き上げ青嵐
両眼のいまだ炯々蛇の衣
萍の混みては水の息苦し
祝安藤馬城生句集「島ことば」上梓
涼風や長居にはづむ島ことば
父の日のむかし賢兄愚弟
鳴り出しのあたりはばかる梅雨の雷
枇杷の実に夕日の熟れてゐたりけり
忘れたるほどの間を取り滴れり
蝸牛芯へしんへと身をちぢむ
星あかり音の錆ざる錆風鈴
小指まで跳ねて高まる祭笛
山車の稚児裾の乱るるまま歩む
紙魚乾ぶ戯曲の恋に挟まれて
乾杯の柄の揃ひし宿浴衣
梅雨明や薄荷すぐ散る湿布薬
逃げきりし金魚にまたも紙の網
首筋に力みの残り籠枕
沢蟹の座禅のさまで風を聞く
川蜻蛉夕の薄日を追ひゆけり
もう願ひあかさぬ歳か星祭
輪のゆがみ直す踊りの唄高め
星の濃くなりて昂ぶる踊唄
きりきりと光をねぢり鳥威
蹴り脚のいきいきと掌の蝗かな
出だしからよき音ととのひ鉦叩
天高し神馬はつねに立ちどほし
村芝居手を塗り残す定九郎
草じらみ肘に弁解遅刻の子
祝福江幸夫句集「引鶴」上梓
引くといふ鶴をとどめて涼新た
二階から音しのび来て夜食の灯
止みそうでまた声つなぐ法師蝉
秋高し山蹴って終ふ砂あそび
なんとなく土くさき湯気衣被
一発のための間を取り威銃
空を掻く四肢のからびて鵙の贄
稲架の組み上がりて風の廻り道
そぞろさむ寒煮炊きしづかな朝厨
蓑虫の丹念に葉の襤褸つづる
燈火親し三角定規に丸の窓
端正に着て敗将の菊人形
頭を振りて勝負を逃げる木の実独楽
鉢巻は指図のための松手入
陽を負ひて立往生の枯蟷螂
雪吊の下にとぐろの余り縄
張り終へて雪吊のまづ日をはじく
畳屋の肘で締め上ぐ今年藁
鳰の子の影先立てて水を曳く
腰強き水ゆさぶりて紙を漉く
大甕に星を湛へて三島の忌
ペンだこをゆっくりと揉み柚子湯かな
あれこれと下戸が差配のちやんこ鍋
尻立てて拭く寺の廊冬日和
子の覚めて目数のたがふ毛糸編み
鼻先で閉まる急行一茶の忌
アルミ貨のちらほら光り社会鍋
聖夜菓子粉雪厚めのチヨコの家
糶昂めつつ白息の切り結ぶ
毛糸編むブーツの脚を組み替へて
天帝の抱へきれざる雪降らす
干大根涸れて日差しの和みけり
開け閉てを何度も試し障子貼り
妻の来て話題の変る焚火かな
初夢　　平成九年
初夢や真砂女のような恋をされ
地に頭打ちたる凧の風嫌ひ
水柱空に打ち込み出初式
星と星触れ合ふごとし寒の入
炎の起てし風に炎の乗りどんど焼
魂失せしもの高揚がるどんど焼
紙を漉くはかなきものを揺り重ね
大寒や温めて開ける壜の蓋
水掛ける頃に炎の出て庭焚火
どこからとなくゆるびだし雪達磨
寒鴉すとんと降りて影たたむ
腕組みの思案のきしむ皮コート
那須馬頭町・藤田製陶所　二句
梅日和小砂焼の重ね釉
水温む立たせて廻す陶の土
啓蟄や鍬打つふりの地鎮祭
点打つて鶯餅の眼を開く
片耳に煙草をはさみ種選み
花種を蒔く指先をとがらせて
春昼や埴輪はいつも驚く口
朝ざくら余り火を吐く登り窯
描かれぬ哭き声に満ち涅槃絵図
風蹴りて逆さ落しに鳥交る
お互ひの持薬やりとり遍路宿
蜃気楼はるかに街を立ち上げる
阿蘇　　二句
崖底に層をなす湯気春の風
春耕や阿蘇外輪に取りまかれ
奈良　　二句
泪目の鹿の人追ひ若葉風
柿若葉丈ふぞろひの無縁墓
水筒の蓋廻し飲み磯遊び
神の田を植う進むとも退るとも
水張りて雲降りてくる千枚田
筍剥くこれほどのもの着てるとは
一房ではじまる棚の藤の揺れ
旧古河庭園
梅雨きざす錆の青みし避雷針
鶴見・横溝家
十薬や小流れの橋石二枚
消えさうで消えぬ燈明柿若葉
また露を吹く火の消えし蛍籠
風鈴屋きらめく音を持ち歩く
幾丈の糸のこもれる繭を煮る
さりげなく着くづれ直し川床料理
小心の影をともなひ羽抜鶏
噴水の駆け上がりては力抜く
手花火が闇に引つ掻き疵のこす
あれこれと研ぎし水打つ研屋かな
時刻む音のみ高し夏座敷
中里太郎右衛門窯訪問
夏草にいだかれ茶碗窯眠る
糶市の漁師の声の日焼けをり
風鈴に人工の風地下売場
なんとなく一瞥されてサングラス
牛蛙湿りきつたる声放つ
行者去りあと岩叩く神の瀧
追ひ越して見ぬふりで見る白日傘
祝板敷浩市句集「黍の穂」上梓
夕涼や李朝の呉須のやはらかし
孫・智希　満四歳
蜜豆やどこか絵本の子に似たり
思案事解き歩み出す蝸牛
水馬一歩一歩に水つかむ
夕焼の満ち来し方へ機首もたぐ
祝原田紫野句集「道」上梓
瀬戸の島島へまねきの虹かかる
挨拶をしほに抜けだす踊りの輪
流燈の一つは水につまづけり
野次られて会釈を返し村芝居
祝堀川草芳句集「裏山」上梓
山彦の山を駆け抜け秋高し
仇討の中に割り込み菊師かな
照りてより色数の殖え大花野
からつぽの空が逃げ場の稲雀
山芋掘る折れたる先の深さかな
天高し楽のふらつくチンドン屋
とほせんぼの両手そのまま捨案山子
騎馬戦の馬が手を出し運動会
曲がるほど辛さの増して唐辛子
目で寸を取り朝市の山の芋
燈火親し朱書きふへゆく添削稿
仏壇にまだ湯気の立ち衣被
竿とどかざればおのずと木守柿
霧ふやすごとく呼びあふ霧笛かな
身に入むや洋人形の描き睫毛
祝「たかんな」五周年
水が水つつみて秋の泉かな
祝馬場孤舟句集「藁の音」上梓
注連を綯ふ両掌はぐくむ藁の音
飾売半畳ほどの立ち居かな
草笛　　平成十年
竹林の闇ゆらぎそめ初明り
村々にまだ二三の灯初山河
井戸水に地のあたたかさ初手水
初鳶の滑空風の尖とらふ
なかなかに笑みのそろはず初写真
羽子板の裏に一筆描きの竹
吹きさますたび湯気ゆたか七種粥
引きもどす土の手応へ大根引く
祝合同句集「潮風」刊行「潮句会」発足
冬日和船出にしかと潮の道
大どんど炎に炎をつなぎ丈のばす
罅ふゆるたび腰すわる鏡餅
寒鴉声を捨てねば飛び立てず
駅に入る駅より長き雪の貨車
明王の背の炎も沍ての中
脂の粒浮きし薪積み冬日和
鮟鱇の全身吊りし口のこる
紙を漉く肘の力のやはらかし
青葱の目を刺すにほひ刻みけり
時計屋の刻重ね鳴り日脚伸ぶ
雪吊の張りそのままに雪消ゆる
太陽に満ちしやぼん玉降りられず
初蝶の風の折れ目を飛ぶごとし
影もなく声の近づく初音かな
どの鏡にもアネモネの理髪店
電灯の紐の手さぐり春の風邪
春昼や茶舗の試飲の紙コツプ
椿落つ紅の重さに堪へきれず
花つける枝とは見えず苗木市
遠足の後尾のいつも小走りに
子の足の甲のふつくら潮干狩
こまやかに光をゆすり囀れり
一村に満つる代田の水あかり
太陽を尾で打つ浜の鯉のぼり
鯉幟折り目を辿り畳みけり
祝前川夏摘句集「泉」上梓
山清水砂のきらめき繰り返す
苜蓿や吹いてはさますオキシフル
かさなれる雲の重たし栗の花
噴水の頂上の水裏返る
火の消えて草くさくなる蛍籠
祝小松麗句集「草笛」上梓
草笛吹く草のもつ音を探るごと
叩かれて孑孑の振り底目指す
かたつむり力を集め角の先
蛍光の泡のつながり熱帯魚
向日葵の一つ目の視る運河縁
寝返りに野原のにほふ寝茣蓙かな
叩くほど同じに聞こえ大西瓜
買はれたる同士角立て甲虫
白日傘たたみ日差しをたたみけり
羅を母の手順でたたみけり
両爪を胸にかかへて蟹走る
弾かれるばかりで売れず大西瓜
包丁のひくにひけざる南瓜かな
扇風機だるき風くる通夜の席
帰りにもまた尺を取り尺蠖虫
手花火の黒く煮え立つ玉落す
祝安藤馬城生句集「風の礫」上梓
風鈴の音そのままに風変る
祝磯村光生句集「花扇」上梓
薫風や頁繰るたび花の色
王冠にたたむナプキン夜の秋
晩涼や明日着る服に風とほす
波にのりしぶる流燈風が押す
追ひつけぬもの追ひかけて走馬燈
ひぐらしや禅の軸には丸一字
差し水に釜のをさまり小鳥来る
紅萩の吹かるるたびに花ふゆる
蓑虫の蓑を編みたる木にすがる
しぶき蹴る木場の角乗り天高し
向ひ田と顔のよく似る案山子立つ
着くづれの案山子胸から棒の胸
秋高しいつも濡れゐる花舗の床
お隣に醤油を借りて良夜かな
長台詞一気に吐きて村芝居
水の錆うかべ蓮の枯れにけり
太陽をびつしり林檎箱届く
正室にはや枯の出て菊人形
籾殻焼く土に還りしものふやす
裸木となりて星々近づけり
たつぷりの木屑に生きる毛蟹かな
祝小泉容子句集「伝言板」上梓
冬日和思ひ短き伝言板
木の股を占め尼寺の掛大根
祝喜多杜子句集「てのひら」上梓
冬うらら小指の長き観世音
金魚売　　　平成十一年
遮断機の向こう側にも初荷かな
炎柱に闇おしよせるどんど焼
小流れの端をよごして菜を洗ふ
逃げるたび少しづつ痩せ毛糸玉
見当をはづして鳰の浮きにけり
日脚伸ぶ鼻から歩く檻の象
日時計に刻のくつきり春隣
立春や野菜サラダは手でむしる
子の部屋の壁に武将の破れ凧
連凧の身をくねらせて降りられず
大凧の空かきまぜて落ちにけり
トロッコのあたりもつとも下萌ゆる
犬小屋に積りはじめし牡丹雪
春の雷闇をゆすりて駆け抜けり
塗り椀に蓋の吸ひつき蜆汁
解きかけのパズルそのまま春の風邪
掃いている間にふえて落椿
挨拶の代読続く三鬼の忌
好きずきの流れを選び花筏
陽炎や人影点となり果つる
いろいろに風を吹き分け吹流し
蟇闇を養ふごとく鳴く
祝武田規子句集「水ゑくぼ」上梓
水馬の力みて水のゑくぼかな
夕焼けのほてりのさめず祭笛
売り声の先に曲がりて金魚売
夏芝居光の青き心中の場
理科室の解剖標本西日中
籐椅子の窪みは父のくぼみかな
